
茨城県工業技術センター研究報告 第 35 号 

  
 

 
 
 

概要 

 現在量産中の設備において，電気端子の TIG 溶

接部の状態を画像処理によって判定しているが，

現状使用している汎用画像検査装置では判定結果

が良好でなく，誤判定による設備の停止，不良の

未検出が起きており，設備の稼動効率が悪く，品

質管理上好ましくない状態である。 
 生産設備の効率向上および品質信頼性の向上を

目指し，画像検査の判定精度を高めるための研究

を，工業技術センターと（株）日昌製作所の 2 者

共同で行った。 
本研究では TIG 溶接部の鮮明な画像を得るた

めに，まず対象物を照らす照明の検討を行い，い

くつかの照明装置を試した結果，CCS 社製のドー

ム型無影照明 PDM-150-15 を採用した。この照明

は導光拡散，ローアングル，同軸照明の複合によ

り完全無影光を実現しており，撮影対象に暗くな

る部分が生じにくい。 
また，画像による判定方法としては，現在使わ

れているパターンマッチングを用いることとし

た。この方法は基準となる画像と，撮影した画像

を比較して，どれだけ似ているかを数値化する手

法で，結果はスコア（数値）で表される。グレー

スケール（白黒）とカラーによるパターンマッチ

ングのスコアの比較を行った結果，溶接正常状態

と不良状態のスコアの差が大きいカラーパターン

マッチングを採用することにした。 
これらの照明およびカラーパターンマッチング

処理を用いて，20 枚の基準画像による平均スコア

または最高スコアによって正常品，NG 品の判定

を行う。実際に撮影した数百枚の画像データによ

り検証を行い，適切な判定しきい値を設定するこ

とで誤判定の発生を減らせることを確認した。 
今回決定した検査方法を実際の生産ラインに適

用する場合，パソコンでの処理は時間がかかりす

ぎる（1 ピン当たり２秒以上）ので，新たに高性

能な画像処理ハードウェアを購入するか，複数の

パソコンで並列処理するなど，画像処理の高速化

が必要である。 
今後は，実際の生産ラインに適用できる検査シ

ステムの構築を図っていく。 
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概要 

企業が特許を保有する酵素を用いた携帯型の肝

機能センサの実用化を支援するため，μ-TASを応

用した肝機能センサに必要な測定結果表示装置を

試作した。研究分担は企業が肝機能測定用センサ

チップの開発を，センターが携帯型測定結果表示

装置の作製を行った。 
試作した測定結果表示装置は 3 電極式のポテン

ショスタットである。作製する回路は、自然電位

に対して酸化還元電位を印加するための定電圧回

路と，電流を測定する I-V 変換回路および増幅回

路からなる。測定レンジ 0～100nA、分解能 1nA
を達成するため、ノイズを減らすためにコンデン

サを組み合わせ、誤差を小さくするためにオフセ

ット電圧・バイアス電流の小さいオペアンプを選

定した。9V の乾電池からマイコンを駆動する 5V
を安定的に供給するために 3 端子レギュレータを

用いた。電流値は計測値を 16bit のマイコンに取

り込んで演算させ、その結果を液晶表示部に表示

させた。A/D 変換により 0.1nA / 1bit、50ms 間隔

で電流値を取り込んでいる。 
作製した測定結果表示装置は、ＴＸテクノロジ

ーショーケース・イン・ツクバ 2007（エポカルつ

くば：2007 年 1 月 30 日）においてデモ器として

出展された（図１）。 

 

 
図１ 展示会の様子（点線内が表示装置） 
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